






















































































































































































































































































































































境界条件が複雑な場合には､ TelAXAHon か実験的方法によら な ければ
ならないが. rAlnm tionでは計算が兼雑になるきらいがあり_また実 験
的方法にも種々の方法があってそれぞれの特徴を有している｡ 28)




用いて乗験的研究を行なった.以下に_ Re且i8h nCeN8tVOrk につい
てその特徴を簡単に述べることにする｡
この方法はu8 Pakh,29) Ⅰ･iebm Ann30)らが relnm tionの原理と電










































































































































































































































































































































































































































「 暗キ ヨ排水量（Q〆K坦） Ki　rkh㎜式との偏差㈲
一 ‘「
8 Lu山inVimoke（1－17）Ki　rkh皿LuthinV加10ke（1－17）
式 式 式 式 式 式 式
0．05 1，5801，1221，1251189十32．9一5．6 一5．4
0．1 ユ，626 12951，3171，369十18．8一5．4 一3．8
0．2 1，7041，5301，5501，612十　5．7 一5．1 一3．8
α3 1，7901，704L7361，800一　〇．6 一5．3 一3．6
0．4 1，8841，8621，9001，961一　3．9 一5，0 一3．1
























































































































































































































































































































例をFig.1- 24,Fig.1- 25 に示す凸また.地表面における浸透 強
Ih:-分布
kl∠阿/A 杏 (I- 21)式に従って計井 した砧巣をkl/k空のい
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kl/k空のいろいろな値に対して, d ,Bのかわりにこれらの d/,A/杏
計算 し透水係数kl なる鞄店土塊の場合を考えて暗 キョ排水丑 Q/ klAH
を計算した結果はTable 1I 3に示すとお りであるD計掛 ま1(irkhAm
の理論式 (1- 19 )式によって行なった.また. Table 1- 3にはFiF.




成層 (8)の場合の暗キ7排水丑 y klAfI
の 比敬
kl/ ke 5 10 20 50 loo 20D 500 1000
也;≡l血 新井値 0.935 0.7530554 ロ_303 0.173 0.093 0.039 0.020実験 00 22 28 0.286 66 _ 1
偏差(朝 3_7 4.1 47 5.6 4.0 2.2 0.0 0.0
















































































































































































































































































































































































































































































































































































係数aは透水係数の比 klJ4 2には関係しない値であるから. kl/k虫の任意
一･づ6-






































で求められる｡式中qj他の記号はFiF!.2- 1 に示すとお りであるa
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これに対してGA,dner95転 よぴ FujiDk… ndKHAlm,a如 らは_(2


























































































































































〔Q/Q･,つJncお よびポテンL/1,ルH/ ALIで表わし. Fig.2- 9に示
した.7=だし.時刷 上についてはタン水消失時を t- oとし.触次元化し
てT(T-I)/D l1 ･t)で表わ した｡
Fig.2- 8 鉛直排水の乗巌の記 号図
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㈹　暗キョ半径について
　　つぎに・暗キ望半径rを変化させた場合の実験結果の一例はFig．2－
　16，Fi躍．2－－17に示すとおりである。
　これによると・rを大きくするほど排zkが促進されることがわかる。し
　疋がって．暗キョを砂のような透水性のよい材料でおおうことは有幼な
　　　　　　　　　　　　　　一96－一
方法であると考えられるが。暗キョ間隔の影響に此ぺればその効果はそれ
ほど大きなもの・ではない。
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Fj宮．2－16暗キョi排オく量と暗
キョ半径の関係
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Fig．2－17暗キョ間中央におけ
るポテソシャルと暗キョ半径の関係
（4＝1．25血，d＝・lm，S＝5m）
（4⊃　暗キョ深さについて
　　暗キョの深さdについてもいろいろに変化させて実験を行なったが、
　その結呆を比較検討するために．暗キョ管内では水は半分の深さまで流
　れていると考え、近似的に∠H翻dと仮定することにする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　前述したように、暗キョ間中央のポテソシャルE／、4Hは事実上地下zk
　面の変動と等しい変化をすると考えられるので、実験結果の比較にあた
　っては．次却とよってH／4Hを地表面から測った地下水面の深さyに
　換算して表わした。
　　　＿　　　　　　　　　　　　　H　　　y＝∠H－－H＝d（1－一）　　　　　　　　　（2－25）　　　　　　　　　　　　　　　4｝1
　　　　　　　　　　　　　　→7一
■その結果はFig、2一ユ8，　Fig．2－19に示すとおりである。
　これによると、4＝5mの場合（Fig．2－19）には不透層が十分に
深く、不透層の存在が排水にはほとんど影響を与えないと考えられるが
29）
　　・　この場合には、地下水面の降下速度は暗キョ深さによってはあま
り影響されず．排水の初期においてはほとんど等しい速度で峰下してい
ることがわかる。
4＝1，25mの場合（Fig．2－18）には．　dが深ければかえって排水
が遅くなっている傾向がみられるが、これは不透層が比較的洩い所に存
在することによって排水が制限されるためと考えられる。
　このことから、暗キョは必ずしも深く埋設する方がよいというもので
はなく・土性や土層状態によっては、他の条件が許すかぎりある程度浅
く埋設する方が経硝性の面からいっても有利であり．不透層が浅い場合
にはとくに有幼であると考えられる。
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Fig，2－18　暗キョ間中央における地下水位と
　　　　　　　暗キ且深さの関係
　　　　　　　（」彦昌＝1．25m、，τ“2．56鴇，S＝19」皿）
　　　　　　　　　　　－9ε一
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